
会社の経営努力による費用の縮減内容について

防雪林の低密度化

（道東自動車道 占冠IC～トマムIC～十勝清水IC）

資料ー３

運 用 指 針

第２条①－ロ 現場特有の状況に対応するための創意工夫
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防雪林の当初計画 経営努力による変更

・設計要領に定められた植栽密度で計画

防雪林の植栽密度は
約6,000本/haで計画

・植樹後の育成時の維持管理コスト削減を

検討

低密度化による植栽工事費の縮減
（約1,400本/ha）

（植栽密度の設定経緯）

・植栽密度は、昭和54年に道央自動車道札幌

～岩見沢間で検討し、学識経験者からなる

委員会を経て決定

・その実績をもとに、設計要領に採用

・建設時から防雪林の低密度化を計画

・シミュレーション及びフィールド調査を実施

し、低密度化した防雪林の効果を検証

防雪林（当初計画） 防雪林（変更計画）



道東自動車道 占冠ＩＣ～十勝清水ＩＣ間の路線概要
・道東自動車道は、道央圏と道東圏を結ぶ北海道横断自動車道の一部を担う高速自動車国道で全長
約２６０ｋｍ

・道東自動車道 トマム～十勝清水間（延長約２１ｋｍ）は平成１９年１０月２１日に、占冠～トマム間（延
長約２６ｋｍ）は平成２１年１０月２４日にそれぞれ開通し、日勝峠回避ルートとして重要な役割
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道東自動車道 占冠ＩＣ～トマムＩＣ～十勝清水ＩＣ位置図
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防雪林及び当初計画
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●防雪林を設置する場所

・建設時の気象調査により、地吹雪対策が必要な箇所に設置

・盛土のり面に防雪効果のある高木性樹種を設計密度で植える

標準断面図

風

防雪林

冬期の状況【札幌～岩見沢】

●占冠ＩＣ～十勝清水ＩＣ間の当初計画

●防雪林とは

・地吹雪を風上の植栽により捕捉し、視程障害等を緩和するもの

本 線

当初計画：防雪林の標準植栽密度は６，０００本／haで計画

・札幌―岩見沢間の施工実績をもとに、防雪

林の標準植栽密度は、設計要領第一集造園

編に ６，０００本／ｈａ を採用。

・道央自動車道札幌―岩見沢間において防雪

林の標準植栽密度について検討し、学識経

験者からなる委員会を経て、施工実施。

・占冠IC～十勝清水IC約４７km中、防雪林を約２５km計画（約３５ｈａ）

・設計要領に定められた標準植栽密度で計画
地吹雪防止植栽

（苗木植栽方式）

高木性樹種 本／ha 6,000

樹種特性 単位

（参考：植栽密度の設定経緯）



当初計画の課題と検討
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●当初計画に対する課題

あらたな防雪林の植栽形式を検討

○有識者の検討委員会により検討し、従来の植栽密度を低密度化

・植樹後の育成時の維持管理コストの削減

列間 苗間 当初の植栽密度
従来型 １．２ｍ １．４ｍ 約６，０００本／ｈａ

列間 苗間 当初の植栽密度
低密度化 ３．５ｍ ２．０ｍ 約１，４００本／ｈａ

問題点：実際に効果があるか確認が必要
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○新たな配植パターンによる数値シミュレーションを実施

①シミュレーションの概要
使用するシミュレーションモデルは、地形を３次元として計算に取り込み、そ
の上で気流及び雪粒子の運動をシミュレーションするものである。数値シミュ
レーションであるため、気象条件（降雪量、風向、風速）の変更や風などの空
間分布の把握も容易である。

［(財)日本気象協会北海道支社が開発したｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙ］

②シミュレーションの条件
・ 平坦地における盛土２段（盛土高６．０ｍ/段）

・ 車線部は２車線（１３．５ｍ）
・ 樹高は目標樹高の７ｍ
・ 防雪林の効果のみを検証するため防雪柵は無し
・ 風速５ｍ/ｓ
・ 積雪深１．０ｍ

新たな植栽形式の検討 ①数値シミュレーション

数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝのﾌﾛｰ

数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝのﾓﾃﾞﾙ
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③シミュレーションによる予測結果

新たな植栽形式の検討 ①数値シミュレーションの結果

0　  　 200　   400　 　600　 　800ｍ

5m/s
Wind

従 来 型 約3,500本/ha

332mの視程を確保
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低 密 度 型 約700本/ha

286m以上の視程を確保
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5m/s
Wind

従 来 型 約3,500本/ha
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路上の風速V2＝ 3.5m/s
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Wind

低 密 度 型 約700本/ha

従来型とほぼ同程度の視程改善効果を確認

●視程改善効果 ●防風効果

従来型とほぼ同程度の防風効果を確認

シミュレーションでは、視程改善及び防風効果があると判断

適正な品質や管理水準の確保のため、フィールド調査を実施
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●フィールド調査の実施
防雪林を低密度化しても実際に効果が得られ

るか検証するため、供用区間で現況の防雪林

を間引きし、低密度化（延長５０ｍ）した状態を

作り出して調査を実施

従来型 低密度型

豊幌観測局の吹雪時における冬期風配図

○調査概要
調査位置：道央自動車道

江別西ＩＣ～江別東ＩＣ間
検討内容

①視程改善効果の確認
②防風効果検証

・定点気象観測による比較
・強風時の風速分布確認

新たな植栽形式の検討 ②フィールド調査



測定箇所模式図

2.3m 5.0m
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●フィールド調査の結果

①視程改善効果の確認

・移動気象観測車による

観測を実施

移動気象観測車

②防風効果検証 ・定点気象観測による比較

・強風時の風速分布確認

調査箇所横断図

密の区間（従来型）と疎の区間（低密度型）の観測結果を比較すると、視程改善効果や防風効果（風速比）に大差がない

防雪林の植栽形式を検討し、低密度化したことによる植栽工事費の縮減

■定点気象観測の結果

測定箇所
基準
風速

防雪林が密
（従来型）

防雪林が疎
（低密度型）

平均風速［ｍ/ｓ］ ５．３０ ３．０２ ３．２４
風速比 － ０．５７ ０．６１

下り線の視程変化

新たな植栽形式の検討 ②フィールド調査の結果



経営努力要件適合性について

防雪林の植栽形式を検討し、低密度化することは 、現場特有の状況に対応するための

創意工夫である。

防雪林の植栽形式を検討し、低密度化したことによる植栽工事費の縮減

運用指針第２条第１項第１号ロに該当

助成金交付における経営努力要件適合性の認定に関する運用指針（抜粋）
第二条 経営努力要件適合性の認定基準
機構は、助成金交付申請をした高速道路会社の主体的かつ積極的な努力による次の各号に掲げる費用の縮減

（適正な品質や管理水準を確保したものに限る。）について、経営努力要件適合性の認定を行うものとする。
①次に揚げるいずれかにより、道路の計画、設計又は施工方法を変更したことによる費用の縮減。
ロ、申請の対象である現場特有の状況に対応するための創意工夫
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≪申請された会社の経営努力≫


